野田研一・山本洋平・森田系太郎・編著『環境人文学I 文化のなかの自然』『環境人文学II 他者としての自然』 by 戸張 雅登 et al.
56 Rikkyo ESD Journal No.3・4 (March 2019)
ɹೋר本から成る本࿦集͸自然と人間の関܎性につ͍ͯ、
人文学ॾྖ域の多༷なࢹ点からߟ࡯がな͞Ε͍ͯるɻͦの
目ࢦすとこΖ͸、とりΘけۙ代Ҏ߱に自明のཧと͞Ε͖ͯ
た自然と人間のೋݩ࿦に基づく人間中৺主義を৐りӽ͑、
オールタナティブな自然؍、し͍ͯ͸人間؍をఏڙするこ
とで͋るɻۙ代Ҏ߱、ࣾ 会の対ۃとみな͞Ε͖ͯた自然を、
本࿦集で͸文Խのࠜװをなす΋のとしͯ、つまり人間をఆ
義するう͑でෆ可ܽなଘࡏとしͯ࠶ఏࣔするࢼみがな͞Ε
͍ͯるɻ
ɹ第ᶗר『文Խのなかの自然』で͸、日本にお͍ͯ、͍か
に自然が表৅としͯඳかΕ͖ͯたかを఻͍͑ͯるɻ渡辺憲
司͸1902年（明治35年）、ఇ国議会にͯࠎ഍੫法（Ֆࡳ΁
の՝੫）の成立をΊぐͬͯの問౴をऔり上͛、Ֆࡳを௨し
ͯ、日本の自然؍を࠶ߟするɻ
ɹՖࡳと͸、「日本の中ԝ集ݖ的教育ཧ念のࠜװ」（ᶗ
170）をなす「Ֆௗ෩月国ਮ主義」（ᶗ170）と΋ݺͼうる
΋ので、「࡞ҝの自然ʪ中略ʫ所Ҧ第ೋ࣍自然を表৅する
΋の」（ᶗ173）ͩと͍うɻՖࡳのҙঊに͸ࡀ࣌記としͯ
日本の࢛قが織りࠐまΕ͍ͯるが、「ೋ࣍的自然と࢛قの
イデオロギー」（ᶗ293）につ͍ͯ͸、本૲学に関する࿦
ߟにお͍ͯ小峯和明΋ݴٴしͯおり、ϋルオ・シラネの「ೋ
࣍的自然文Խ࿦」（ᶗ292）をҾ༻し͍ͯるɻ࡞家・ҏ藤
ൺ࿊ඒによΕ͹、シラネ͸「日本の自然͸、ݴޠによͬͯ
『創らΕた自然』で͋る」（ᶗ250）ことをࢦఠしたɻҏ藤͸、
日本ޠで「自然をඳくと͖の͋るछのフォーϚット」（ᶗ
250）が͋るͩΖうと͍う野田研一の主ுに΋৮Ε͍ͯるɻ
ɹՖࡳ΁の՝੫と͸、日本がۙ代に国民国家とな͍ͬͯく
に͋たり、「国家が文Խ基準を一ఆԽしͯ、日本の自然ඒ
を౷一」（ᶗ175）するखஈのͻとつで͋ͬたと͍うɻͦ
う渡辺が主ுするの͸、画一Խによͬͯ本དྷ͋ͬた多༷な
自然؍がࣦΘΕたこと΁のࣔࠦで͋Ζうɻ
ɹ渡辺が「自然をडけࢭΊる地域性と、ݸ性͸、一般的と
ӠうൣᙝでくくらΕる΋ので͸͋りまͤΜ」（ᶗ172）と
୰く自然؍の画一Խ͸、明治政෎による上ҙ下達と͍うͩ
けでなく、当࣌の「中等教育૚」（ᶗ178）による大͖な
ムーブメントのͻとつで͋ͬたことが、北川ැ生子のඒ文
ブームに関する࿦ߟからӐ͑るɻඒ文と͍う、Ֆࡳに௨
͡る「໲
ㅡ ㅡ ㅡ ㅡ
੾りܕのカタログ」（๣点Ҿ༻のまま、ᶗ184）で
͋るかのような෮古的な自然表ݱを༻͍た࡞文の雑ࢽ౤ߘ
͸、「新し͍࣌代を生͖るʪ私ʫを、ڞ同でつくりग़ͦう
とする営み」（ᶗ178）の一環で͋ͬたと北川͸͍うɻつ
まり、ݱ代の画一Խ΁のܯ৊と͍うࢹ点に立ͯ͹、ࣦΘΕ
たで͋Ζう「ݸ」に目を޲けることにҙ義が͋るが、当࣌
代としͯ͸、ͦうした「ݸ」͸ۙ代ࣾ会と͍う新し͍環境
にదԠするたΊに、一छの形ࣜをٻΊたので͋るɻ
ɹしかしながら、「ඒ文のレトリック͸、すでにࣦΘΕた
աڈの文Խ΍ඒҙࣝをࢦしࣔしͯおり」（ᶗ188）、ۙ代に
ࣦΘΕたで͋Ζう、ͦΕҎલの自然؍に目を޲けると͍う
本࿦集の目的と相൓する΋ので͸な͍ɻこΕをջ古主義と
ݴ͍੾ͬͯしまうの͸ܰ཰で͋Ζうɻ
ɹ本࿦集で͸、͍かに人間が৭؟ڸを௨しͯ自然を見͖ͯ
たかが࿦ূ͞Εるɻ日野ܒࡾ࿦にお͍ͯ、Տ野఩໵͸、「日
野が田園的・຀Վ的自然をݏͬたの͸、人間Խ͞Εた環境
に͸人間的なҙຯがॆҲするから」で、「環境を人間のߦ
ಈのたΊに੔備すること͸、一ఆのҙਤ΍目的の下に環境
をࣂ͍׳らすこと」（ᶗ329）で͋ると、ࢦఠし͍ͯるɻ
ݱ৅学にお͍ͯ「෩土としͯの自然͸、人間のࢤ޲性によ
ͬͯҙຯ෇けらΕた自然」で͋り、「画一性と同࣭性」（ᶗ
329）が見らΕる場所で͋ると͍うɻ
ɹこΕに関しͯ、第ᶘר『ଞ者としͯの自然』における『ウ
ォールデン』（ϔンリー・デイビッド・ιロー、1854年）
の࿦ߟにお͍ͯ、フランιワ・スϖック͸、͍かに自然が
人間の༗༻性に基づ͖、ҙຯ෇けらΕ、੾りऔらΕ͖ͯた
かをड़΂͍ͯるɻ地ਤ࡞成を௨しͯ「自然のଞ者性͸൱ఆ
͞Ε、ॖ小͞Ε、私たちのҙࢤにと͸ݴΘな͍まで΋、価
஋؍΍ཧ性にैうので͋る」（ᶘ133）ɻここで͍う「ଞ者性」
と͸ઈ͑ͣมԽする自然の「຋༁ෆ可能性」（ᶘ146）で
͋り、人間がࣂ͍׳らͤな͍と͍うҙຯにお͍ͯ、ଞ者性
͸「野生」（ᶘ146）性とݴ͍׵͑らΕるɻ
ɹ「ੈքを合ཧ的に読Ήこと͸೉しく、ෆ可能ですら͋る」
が、ͦΕ͸「ੈք͸டংとௐ和にຬちたӉ
ㅡ ㅡ
஦（DPsmPs）
と͍うより΋ఱ地創଄Ҏલのࠞ
ㅡ ㅡ
ಱ（DIBPs）で͋り、しかし、
ͩからこͦ、『生͖͍ͯる地球』なので͋る」（๣点Ҿ༻の
まま、ᶘ144）としͯ、スϖック͸ιローのݴう自然のଞ
者性をࢍඒするɻͦうしͯ、人間の૝૾力のݶքをडけೖ
Ε、「෺࣭の཈͖͑Εな͍ྲྀΕ΍開Ֆにؾづくよう」（ᶘ
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145）ଅすɻͦΕ͸人間中৺主義を୤٫するࢼみで΋͋るɻ
人間のཧղのൣᙝと͍う౷੍下にऩまらな͍自然ɻͦΕが
ଞ者としͯの自然で͋るɻ
ɹՏ野͸ͦうした「੍ޚෆ可能性」΍「༧見ෆ可能性」（ᶗ
337）の؍点から「自然のଞ性が࿐Θになる場所がウィル
ダネス」（ᶗ338）で͋ると͍うɻͦΕ͸「人間の༩͑る
͞ま͟まな価஋΍ҙຯ、人間の支഑΍੍ޚからಀΕたଘࡏ」
で͋るがΏ͑に「ແݶの豊か͞」（ᶗ340）を΋͍ͬͯる
と主ுし͍ͯるɻこのࢥ૝にたͯ͹、人間にとͬͯ༗༻か
ෆ༻かと͍う基準で、自然の価஋がܾまること͸な͍ɻ自
然͸人間Ώ͑に価஋を持つので͸なく、ଘࡏし͍ͯるがΏ
͑に価஋を持つので͋るɻ࡞家のエドワード・アビー͸、
アリκナ北部のߥ野（XJMEFSOFss）をϋイクしたܦݧから、
人間をدͤ෇けな͍環境、人間にとͬͯ͸ແ価஋でԿ΋な
͍かのような場所を、ͦΕΏ͑に「ݱ࣮の大地」（SFBM 
FBSUI）（5IF JPVSOFZ HPmF 1977年、Q87）で͋ると、価
஋を見ग़し͍ͯるɻ人間のར益からಠ立しͯ、ͦΕ自਎の
たΊにଘࡏするݖརを༗し͍ͯるからͩɻͦうしͯҙຯづ
けから自由になͬたଘࡏ（఩学で͍う「࣮ଘ」）͸、カナ
ダઌॅ民の研究者ジム・チーχーのݴ༿をआりΕ͹、「ଘ
ࡏͦの΋のがਆ੟」（5IF JPVSOFZ HPmF 1999年、Q145）
となり、ੈքを祭ること΁とつながるとՏ野͸͍うɻこΕ
͸ࢻ人アレン・ギンズバーグが「ੈք͸ਆ੟ͩ！ʪ中略ʫ
す΂ͯ͸ਆ੟ͩ！」（HPXM  1955年、Q21）とӵͬたこと
を૝ىͤ͞るɻ͋ らΏる事෺͸人間にैଐすることを΍Ί、
ͦのଘࡏを高らかに主ுし͸͡Ίるɻ
ɹギンズバーグと਌ަの͋ͬたࢻ人ήイリー・スナイダー
͸山里উݾのݴ༿をआりΕ͹「『自ݾഁյ的な』文明に対
߅するオールタナティブな文Խ」（ᶘ178）を目ࢦし、「࠶
ఆॅ」をএ͑たɻͦΕ͸ੈքのઌॅ民΍೶民の生͖ํに฿
͍、土地にࠜࠩした生׆をࢤ޲することで͋り、こΕ͸ࡡ
औ的な開発から持続可能な開発（SD）΁、と͍う文຺΍、
国家΁のؼଐҙࣝから土地΁のؼଐҙࣝ΁、と͍う文຺と
΋ॏなるか΋しΕな͍ɻ࠶ఆॅと͸、自らがબΜͩ土地と
関܎を݁Ϳことで͋るɻͦうしたと͖、΋し自然が׬શな
るଞ者としͯ、ཧղෆ能なଘࡏなら͹、͍かにコϛュχέ
ーシϣンをすΕ͹͍͍のかɻࢻ人・؅ܒ࣍࿠とҏ藤ൺ࿊ඒ
͸文学にお͍ͯ自然を「人間中৺の、人間のҙຯのੈքに
Ҿ͖෇け͍ͯく」（ᶗ255）読みํに൷൑的で͋るが、ఆ
ܕに当ͯ͸Ίͣ、メタファー΋༻͍ͣ、͋りのままの自然
と޲͖合うこと͸で͖るのͩΖうかɻ
ɹ本書の編者で΋͋る野田͸「ަײ」と͍う֓念をఏএし
͍ͯるɻこΕ͸Տ野によΕ͹「相互に༥和すること΋で͖
な͍、ͦ うしたઈ対にଞなるଘࡏのग़ݱをલにしͯʪ中略ʫ
ͦのଘࡏにັೖらΕ、ͦ の場にډ続け、ͦ のଘࡏに഑ྀ」（ᶗ
325）することͩと͍うɻଞ者͸第一にັྃするଘࡏで͋
るɻΏ͑に人間͸ཧղしようと͍うཉٻにۦらΕるが、ଞ
者͸ͦΕをڋΉので͋るɻ野田͸ఞஊにͯ、アχー・ディ
ラードの『ティンカー・クリークの΄とりで』（1991年）
を評しͯ、「自然に͸ۙづけな͍し、よく෼からな͍ɻͩ
けΕͲ΋、ͦΕに対ቂしͯ、ݴ༿で΋ͬͯ׉藤するプロセ
スͦの΋のが書かΕ͍ͯる」（ᶘ25）のが興ຯਂ͍と͍うɻ
このこと͸、環境人文学が人間本性を研究する人文学で͋
ることをࢥ͍ىこͤͯ͞くΕるɻଞ者としͯの自然をલに
したと͖、զʑの「؍念のੈք」（ᶘ26）がલܠԽするɻ
ɹスコット・スロϰィック͸、エコクリティシズムと͸「関
܎性をΊぐる研究΍ྨࣅʗࠩҟのͤΊ͗合͍」（ᶘ311）
をѻう΋ので͋るとしͯ、ͦのղऍա程こͦが「人間がܦ
ݧするࠜ本的なパターンの一つ」（ᶘ311）で͋ると͍うɻ
こΕに関しͯ、小山࿱͸こΕまでに「ߏ଄主義によͬͯ、
ۙ代人間中৺主義からの཭൓がࢼみらΕ」（ᶘ275）たこ
とにݴٴしつつ、記号࿦におけるೋ߲対立の「୤ߏங」と
͍う؍点から、コϛュχέーシϣン͸「ഉଞߏ଄」で͸な
く、「แؚߏ଄」（ᶘ279）で͋り、自然と人間の「対র性
とྨࣅ性͸ڞଘする」（ᶘ281）とड़΂るɻ人間͸自然と
の関܎性にお͍ͯଘࡏすると͍͑るのか΋しΕな͍ɻ
ɹ最後にスロϰィック͸「ʪଞ者ʫ΁の૝૾力」（ᶘ311）
に関しͯ、「ࠩҟをडけೖΕることと、ࠩҟをফしڈるこ
と͸まͬたくҟなります」（ᶘ312）と͍うɻこうしたࢹ
点͸、多文Խڞ生に΋௨͡る΋ので͋Ζうɻଞ者͸自෼が
ࢥ͍ͬͯる௨りで͸な͍か΋しΕな͍ɻͦの可能性をࣺͯ
ͯ͸ならな͍ɻ（ษ੣ग़൛、2017年4月、371ทʬᶗʭ、341
ทʬᶘʭ、֤3000ԁʴ੫）
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